
　来年の干支は「子」。ネズミは、弥生時代の農耕社会
から人々と熱いバトルを繰り広げていたようです。
　弥生時代の人々は、収穫した食料や道具類を高床式倉
庫に保管していましたが、その柱には直径約 50cmの円
形の板「ネズミ返し」が設けられていました。「直進し
て障害物に当たると向きを変える」というネズミの習性
を利用して、倉庫内の穀物を守ってたものです。当時の

人々もこのネズミの習性を知っていたということになり
ます。
　ネズミの骨は小さく、実際の遺跡からは発掘されにく
いようですが、報告書によると大型のクマネズミや小型
のハタネズミなどがいたようです。
　大切な食料を守るために努力した人とネズミの関係に
は、興味深いものがあります。

ふ る さ と
再発見
広川町郷土史研究会

移
民
の
決
断
は
慎
重
に

 

在
駐
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
日
本

国
領
事
が
外
務
大
臣
へ
提
出
し
た

報
告
書
で
は
、「
厳
格
な
手
続
き

や
検
査
な
ど
が
あ
る
こ
と
を
よ
く

知
ら
な
い
ま
ま
、
多
額
の
賃
金
目

当
て
で
移
民
を
希
望
す
る
人
が
い

る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
」
と
指
摘

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
移
民
を

進
め
て
き
た
行
政
側
に
も
変
化
が

生
ま
れ
ま
す
。
明
治
32
年
11
月
の

『
八
女
郡
是
』
で
は
、

東
洋
ノ
雄ゆ

う
ほ
う邦

タ
ル
我わ

が
て
い
こ
く
し
ん
み
ん

帝
国
臣
民
ノ

進し
ん
し
ゅ
て
き

取
的
勇
気
ハ
凛
烈
ト
シ
テ
、
全

世
界
ニ
表
彰
セ
ラ
レ
ツ
ゝ
ア
リ

云
々

と
べ
た
褒
め
だ
っ
た
の
に
対
し
、

明
治
41
年
5
月
の『
下
廣
川
村
是
』

で
は
、

此こ
の
こ
と事

タ
ル
ヤ
、
一い

っ
ち
ょ
う
こ
と

朝
事
ヲ
誤
ラ
ハ

臍ほ
ぞ

ヲ
噛
ム
ノ
憂
ヒ
ア
ラ
ン
。
実
ニ

軽
挙
ニ
処し

ょ

ス
可
カ
ラ
ス
、
宜
シ
ク

一
村
ノ
経
済
一
家
ノ
生
計
等
ニ
鑑

ミ
、
後
日
其
方
針
ヲ
誤
ル
処と

こ
ろナ

キ

様
、
大お

お
いニ

熟
慮
考
究
ヲ
要
ス

と
、
移
民
に
つ
い
て
慎
重
に
考
え

て
決
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

強
調
し
て
い
ま
す
。

移
民
が
も
た
ら
す
経
済
効
果

　
『
八
女
郡
是
』
の
第
二
回
（
明

治
44
年
）
に
よ
る
と
、
明
治
31
年

時
点
で
、
八
女
郡
出
身
の
出
稼
ぎ

人
は
50
人
い
ま
し
た
。
13
年
後
は

8
1
3
人
に
増
え
、
送
金
は
年
間

5
0
0
0
円
か
ら
4
万
5
0
0
0

円
余
り
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

日
米
間
で
自
主
的
移
民
制
限

　

明
治
40
年
11
月
16
日
、
米
国
の

国
務
長
官
は
駐
米
日
本
国
大
使
へ
、

労
働
者
の
渡
航
を
よ
り
厳
重
に
制

限
す
る
こ
と
を
要
請
し
ま
す
（
紳

士
協
定
）。
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
排

日
感
情
が
強
い
ア
メ
リ
カ
か
ら
、

人
種
偏
見
の
少
な
い
メ
キ
シ
コ
や

ペ
ル
ー
へ
、
一
部
の
人
々
が
再
移

民
し
て
い
ま
す
。

ブ
ラ
ジ
ル
移
民
第
一
陣
が

出
航

　

こ
の
よ
う
な
国
際
情
勢
を

背
景
に
、
皇
国
移
民
会
社
が

募
っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
の
第

一
陣
、
笠
戸
丸
が
明
治
41
年

4
月
28
日
に
神
戸
港
を
出
航

し
ま
す
。
乗
船
者
は
1
5
8

家
族
7
8
3
人
。
そ
の
大
半

は
鹿
児
島
県
、
福
岡
県
、
熊

本
県
と
、
西
日
本
の
出
身
者

が
占
め
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
の
ブ
ラ
ジ
ル
は
、

奴
隷
制
廃
止
や
イ
タ
リ
ア
か
ら
の

ブ
ラ
ジ
ル
移
民
禁
止
措
置
な
ど
に

よ
り
、
主
要
産
業
で
あ
る
コ
ー

ヒ
ー
農
園
の
労
働
力
不
足
に
陥
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
日
本
か

ら
の
移
民
を
積
極
的
に
受
け
入
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

染
色
研
究
を
目
的
に
渡
航

　

ハ
ワ
イ
へ
の
移
民（
出
稼
ぎ
人
）

も
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移
民
も
、
農
業

従
事
者
と
し
て
働
く
こ
と
が
目
的

で
し
た
。
し
か
し
明
治
34
年
、
藍

染
業
従
事
者
2
人
が
染
色
研
究
の

た
め
、
自
由
移
民
と
し
て
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
へ
渡
っ
た
と
記
録
に

残
っ
て
い
る
こ
と
も
特
記
し
て
お

き
ま
す
。

海外移民の奨励【その 4】
～新しい移民先を求めて～

広川町古墳資料館だより

移民希望者が出航予定地の県庁に提出した「旅券下附願」
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問総合クラブひろかわ事務局（教育委員会事務局生涯学習係内）　☎ 0943-32-0093

　いくつになってもできる、日
本生まれの健康体操「自

じきょうじゅつ

彊術」。
万病に効く体操ともいわれ、さ
まざまな効果が期待されます。

⃝�首から足首までの全身運動で、
元祖インナーマッスル（深層
筋）を鍛える

⃝�硬くなった全身の関節や筋肉
をほぐして骨格のゆがみを改
善し、血流を良くする

⃝�ゆっくりほぐすため、肉体的
な疲労がほとんど伴わない

⃝�簡単で安全、心臓や関節に負
担がかからない

自彊術教室
▶�第2・4金曜日、19:30～ 21:00
▶�町民交流センター「いこっと」
2階和室

�▶�月額 1,500 円（保険代込み）
▶�指導員：自彊術普及会指導員　
東哲也さん

総 合 ク ラ ブ ひ ろ か わ

-　自彊術教室のご紹介　-

つ
く
ば
い
に
ひ
ら
り
い
ち
ま
い
薄
紅
葉　
　
　
　
　
　
　

柴
田　

眞
理

一
面
の
溝
蕎
麦
隠
す
小
路
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
本　

辰
次

も
み
じ
葉
を
隠
し
て
し
ま
ふ
お
さ
な
の
手　
　
　
　
　
　

一
瀬
砂
智
子

紺
青
の
高
千
穂
峡
に
垂た

れ
紅
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
座　

時
朗

竜
胆
の
咲
き
て
青
空
深
ま
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

陽
子

う
す
も
み
ぢ
探
し
あ
ぐ
ね
て
行
き
止
ま
り　
　
　
　
　
　

青
木
佳
代
子

古
本
の
中
に
息
づ
く
も
み
じ
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
口
あ
つ
美

柿
照
る
や
今
も
放
さ
ぬ
肥
後
守　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
本　

艶
子

考
え
る
事
の
み
多
く
柿
紅
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

結
束　

節
子

石
段
を
登
り
つ
め
れ
ば
薄
紅
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
井　
　

司

奥
八
女
の
峰
よ
り
眺
む
照
紅
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
延　

朝
美

ど
ん
ぐ
り
の
落
つ
る
音
す
る
夜
更
け
の
湯　
　
　
　
　
　

渡
辺　

弘
子

黄
金
色
稲
田
ひ
ろ
が
る
肥
後
平
野　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
中　

勝
美

暮
れ
な
づ
む
有
明
海
の
砂
干
潟
夕
日
の
み
込
み
モ
ノ
ク
ロ
の
縞　
　
　
　
　

池
田　

和
代

先
生
の
問
い
に
元
気
に
手
を
上
げ
ど
死
角
だ
よ
ね
陽は

る
と人

の
席
は　
　
　
　
　

濵
武
美
智
子

神
無
月
ラ
ジ
オ
体
操
終
ら
せ
て
見
上
げ
る
空
に
百も

ず
舌
鳥
の
声
き
く　
　
　
　

野
中　

勝
美

は
か
な
し
や
自
然
の
驚
異
増
し
ゆ
き
て
な
に
げ
な
き
日
を
愛
し
み
生
き
む　

中
倉　

明
美

新
米
に
ふ
り
か
け
が
め
煮
た
か
菜
づ
け
異
国
の
彼
は
箸
使
ひ
食
む　
　
　
　

細
川　

徳
子

久
々
に
急
な
来
訪
告
ぐ
る
姉
テ
ン
シ
ョ
ン
高
く
待
ち
侘
ぶ
る
吾　
　
　
　
　

山
﨑
美
代
子

一
本
を
短
冊
切
り
と
銀
杏
切
り
煮
物
す
の
も
の
大
根
づ
く
し　
　
　
　
　
　

一
瀬
砂
智
子

車
窓
ま
で
香
り
を
運
ぶ
金
木
犀
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
へ
の
道
は
続
け
り　
　
　
　

中
嶋　

玉
子

飛
形
の
森
に
し
づ
も
る
奥
の
院
こ
こ
に
も
お
は
す
弘
法
大
師　
　
　
　
　
　

青
木
佳
代
子

ひ
ろ
か
わ
俳
句
会

櫻
の
会

参加者の声

・�終わった後のそう快感はな
んとも言えません

・�健康維持にうってつけ、充
実した時間です

・�体全体の調子が良くなりま
した
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